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３．配当予想の修正について 

（１）平成30年３月期配当予想修正の内容 

 
年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 
 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想（平成29年５月12日

発表） 
― ― ― 10.00 10.00 

今回修正予想  ― ― ― 5.00 5.00 

当期実績 ― 0.00 ―  

前期実績（平成29年３月期） ― 0.00 ― 10.00 10.00 

 

（２）修正の理由 

 当社は、株主の皆様に対する利益配分が大変重要と考えており、将来の事業展開をはかるための内

部留保の充実に留意するとともに、業績に基づく成果配分を安定的に実施することを方針としており

ます。 

期末配当の予想としましては、前回予想では１株当たり10円としておりましたが、利益面での業績

予想が当初の予想を大きく下回る見込みとなったことから、甚だ遺憾ではございますが当社の財務状

況等を勘案し、１株当たり５円の配当をいたしたいと存じます。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります

が、実際の業績は、様々な要因により記載の予想数値とは異なる場合がありますことをご承知お

きください。 

 

以  上 

 


